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じ
る
予
算
内
容
と
な
り
ま
し
た
。
昨

年
度
の
「
武
蔵
野
市
事
務
事
業
・
補

助
金
見
直
し
委
員
会
報
告
書
」
を
受

け
、
行
政
評
価
・
補
助
金
が
見
直
さ

れ
て
い
る
点
は
期
待
で
き
ま
す
。
ま

た
「
持
続
可
能
な
環
境
都
市
」
を
目

指
す
試
み
と
し
て
、
吉
祥
寺
に
設
置

す
る
「
ド
ラ
イ
ミ
ス
ト
」
も
注
目
で
す
。

そ
し
て
「
食
育
」
と
い
う
教
育
的
観

点
を
重
視
し
た
中
学
校
給
食
が
、
い

よ
い
よ
は
じ
ま
り
ま
す
。
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◎
フ
カ
ダ
の
視
点

「
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
」
に
は
じ
ま

る
金
融
不
安
や
「
構
造
改
革
」
に

よ
る
税
制
、
あ
る
い
は
年
金
、
医
療
、

介
護
、
福
祉
な
ど
社
会
保
障
制
度
の

変
更
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
は
「
先

が
読
め
な
い
!
」
と
い
う
不
安
に
包

ま
れ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
い

ま
私
た
ち
の
生
活
に
密
着
し
た
「
最

後
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
の
自
治
体
」

の
責
務
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
武
蔵
野
市
の
課
題
は
大
き
く
２
つ
。

ひ
と
つ
は
「
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
＝
公
共
施
設
の
維
持
・
保
全
」

で
す
。
人
と
同
じ
く
「
ま
ち
」
も
老
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『
い
っ
ぽ
い
っ
ぽ
通
信
』は
、Ｆ
Ｓ
Ｃ

（
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
森
林
管
理
協
議
会
）

認
証
紙
で
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

②月 12日 建設委員会
 13日 外環道路特別委員会、
  男女共同参画市民会議傍聴
 14日 議員研修会@府中の森
 15日 『Make-A-Wish of Japan』
  難病児支援コンサート参加
 16日 市民公開講座・樋口恵子先生
  『少子化社会に望まれる施策』
 17日 武蔵野消防団第二分団
  自主訓練@東町公園、
  『がん医療シンポジウム
  ──Drug Lag』参加
 19日 むさしの外環協議会
 20日 東部福祉の会10周年記念
  江見康一先生講演、
  ボランティアつくしんぼの会
  情報交換会参加
 26日 本会議、施政方針ほか
 28日 本会議、代表質問
 29日 本会議、一般質問

③月 1日 ジモッピーの会 
 3日 本会議、一般質問
 5日 総務委員会
 6日 文教委員会
 7日 厚生委員会
 8日 老壮大学作品展見学
 10日 建設委員会
 11日 外環道路特別委員会、
  むさしの外環協議会
 12日 長期計画調整計画全員協議会
 13日 本会議、予算特別委員会
 19日 第三中学校卒業式参列、
  武蔵野開発公社評議委員会
 25日 本宿小学校卒業式参列
 27日 本会議、予算特別委員会
  審査報告ほか、広報委員会
 28日 武蔵野市民社会福祉協議会
  評議委員会
 29日 むさしのミニタウン見学
 30日 武蔵野消防団第二分団
  消防車納車式

　
詳
し
く
は
、
市
報
（
２
０
０
８
年

３
月
１
日
号
）
ま
た
は
以
下
の
Ｕ
Ｒ

Ｌ
に
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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◎
予
算
の
概
要

　
こ
の
予
算
を
ひ
と
こ
と
で
評
す
れ

ば
、
ズ
バ
リ
「
再
起
動
！
武
蔵
野
」

予
算
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
公
共
施
設
保
全
、
上
下
水
道
整
備
、

公
園
整
備
、
道
路
新
設
改
良
、
放
置

自
転
車
対
策
な
ど
、
地
味
で
は
あ
り

ま
す
が
公
共
が
担
う
べ
き
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
再
構
築
す
る
意
気
込
み
を
感

い
ま
す
。
今
後
の
再
構
築
が
必
要
な

基
盤
整
備
（
上
下
水
道
、
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
建
替
え
、
学
校
耐
震
補
強
、

公
共
施
設
建
替
え
な
ど
）
は
周
期
的

な
課
題
と
な
り
ま
す
。バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
改
修
、
ア
ス
ベ

ス
ト
撤
去
な
ど
を
含
め
た
「
フ
ァ
シ

リ
テ
ィ
＝
資
産
」
の
計
画
的
な
維
持

と
保
全
は
、
都
市
再
生
の
要
で
す
。

　
も
う
ひ
と
つ
は
、
武
蔵
野
市
民
が

培
っ
て
き
た
市
民
活
動
の
「
コ
ン
テ
ン

ツ
」
を
つ
な
ぎ
、
市
民
と
行
政
の
協

働
で
「
支
え
ら
れ
感
」
の
あ
る
地
域

福
祉
の
充
実
を
実
現
す
る
こ
と
で
す
。

特
に
、
子
ど
も
た
ち
が
「
武
蔵
野
で

育
っ
て
よ
か
っ
た
！
」
と
思
え
る
成

長
期
を
過
ご
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
家
庭
、
学
校
、
地

域
の
な
か
で
育
ち
ま
す
。
年
間
で
千

人
弱
し
か
産
ま
れ
な
い
武
蔵
野
市
の

子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
応
援
す
る
た

め
の
、
さ
ら
な
る
環
境
整
備
と
教
育

支
援
が
必
要
で
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
。
だ
か

ら Let  Kids Laugh!! 

な
の
で
す
。

│
│
以
上
、
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

深
田
貴
美
子
と　
　
　

い
っ
ぽ
い
っ
ぽ
の
会

な
ど
を
発
令
す
る
意
思
決
定
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
は
、
今
回
の
答
弁
で
は
明

示
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
の
課

題
と
し
て
追
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎
新
年
度
施
政
方
針

　
平
成
20
年
度
の
施
政
方
針
で
は
、

邑
上
市
長
か
ら
「
市
民
の
笑
顔
を
未

来
へ
と
つ
な
げ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
」
を
基
本
的
な
考
え
方
と
し

て
、
６
つ
の
柱
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

﹇
Ａ
﹈警
戒
態
勢
三
段
階
、

最
大
40
名
で
即
応
。

　
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
市

内
ま
た
は
近
隣
在
住
者
中
心
の
防
災

課
で
、
携
帯
メ
ー
ル
な
ど
で
の
参
集

体
制
を
整
備
中
。
最
新
情
報
を
も
と

に
、
第
1
次
か
ら
三
段
階
、
最
大
で

40
名
規
模
の
警
戒
態
勢
を
防
災
安
全

部
長
の
判
断
で
稼
働
す
る
。

│
│
残
念
な
が
ら
、
避
難
準
備
情
報

安心して暮らし続けられるまち

協働による
市民自治

持続可能な
環境共生都市

文化・コミュニティ
豊かな都市

活力と魅力
あふれる都市

◁◁　　　　健全な行財政運営　　　　▷▷

▲
▲
▲ 

支
え
る

▲
▲
▲ 

支
え
る



◎
議
会
報
告

　
今
回
の
一
般
質
問
で
は
、
武
蔵
野

市
に
お
け
る
危
機
管
理
体
制
の
現
状

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
２
０
０
７
年
11
月
に
報
告
さ
れ

た
『
武
蔵
野
市
民
意
識
調
査
』
で
は
、

６
割
を
超
え
る
市
民
が
「
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
」
を
重
要
課
題
と
認

識
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ

れ
に
対
す
る
「
満
足
度
」
は
わ
ず
か

に
３
割
ほ
ど
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
般
に
「
災
害
弱
者
」
と
い
わ
れ
る

「
高
齢
者
・
障
が
い
者
・
乳
幼
児
・

子
ど
も
・
女
性
」
は
、
災
害
の
際
に

自
力
で
適
切
な
行
動
が
取
り
に
く
い

だ
け
で
な
く
、
罹
災
後
の
避
難
生
活

や
住
居
、
生
計
の
再
建
に
も
大
き
な

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
の
あ
る
こ
と
が
、

阪
神
淡
路
大
震
災
後
の
研
究
か
ら
も

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
避
難
生
活
に
お
い
て
は
「
暖
房
設

備
の
な
い
避
難
所
で
、
寒
さ
と
栄
養

不
良
の
た
め
多
く
の
高
齢
者
が
肺
炎

に
罹
っ
た
り
、
介
助
者
不
足
の
た
め

避
難
所
に
い
ら
れ
ず
、
壊
れ
か
け
た

自
宅
に
戻
っ
て
い
っ
た
身
体
障
害
者

が
少
な
く
な
か
っ
た
」
と
聞
き
ま
す
。

ま
た
「
視
聴
覚
障
害
者
や
外
国
人
に

は
、
配
食
の
知
ら
せ
を
は
じ
め
、
罹

災
証
明
書
や
仮
設
住
宅
へ
の
入
居
な

ど
震
災
関
連
情
報
が
届
き
に
く
く
、

不
利
益
を
被
っ
て
い
た
」
こ
と
も
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
災
害
時
に
は
、
な
お
い
っ
そ
う
の

こ
と
、
社
会
的
な
弱
者
に
対
し
て
の

配
慮
が
必
要
で
す
。

　
し
か
し
、
暗
黙
の
う
ち
に
「
成
人・

男
子
・
健
常
者
」
を
想
定
し
た
よ
う

な
「
必
要
最
低
限
度
の
被
災
者
対
策
」

に
つ
い
て
は
、
見
直
す
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

﹇
Ｑ
﹈一
時
集
合
場
所
な

ど
の
整
備
は
？

　
市
は
災
害
後
３
日
間
の
う
ち
に
避

難
所
を
開
設
す
る
、
と
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
際
に
は
ま
ず
「
被
災
状
況

な
ど
の
評
価
を
完
了
し
た
う
え
で
避

難
所
を
開
設
す
る
」
と
規
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
一
時
集
合
場
所
な
ど
避
難

所
関
連
の
耐
震
強
度
は
、
十
分
に
保

証
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

﹇
Ａ
﹈順
次
、
補
強
工
事
を

実
施
し
て
い
く
。

　
本
市
の
地
域
防
災
計
画
で
は
、
市

内
の
小
・
中
学
校
が
18
カ
所
、
都
立

武
蔵
野
北
、
武
蔵
高
校
を
合
わ
せ
て

20
カ
所
を
指
定
し
て
い
る
。
市
立
小
・

中
学
校
の
う
ち
、
昭
和
56
年
の
新
耐

震
基
準
以
前
に
建
設
さ
れ
た
施
設
に

つ
い
て
は
、
必
要
な
耐
震
性
能
を
確

保
す
る
よ
う
、
順
次
耐
震
診
断
、
補

強
工
事
を
実
施
し
て
い
る
。
昭
和
60

年
前
後
に
一
度
補
強
を
行
っ
て
い
る

が
、
昨
年
度
、
現
行
基
準
で
再
診
断

し
た
結
果
、
再
補
強
が
ま
た
必
要
と

い
う
こ
と
に
な
り
、
平
成
20
年
度
以

降
、
順
次
補
強
工
事
を
実
施
し
て
い

く
予
定
で
あ
る
。

﹇
Ｑ
﹈予
測
可
能
災
害
へ

の
警
戒
態
勢
は
？

　
地
震
と
は
異
な
り
、
水
害
な
ど
予

測
可
能
な
災
害
の
接
近
時
に
は
、
そ

れ
に
対
応
す
る
警
戒
態
勢
が
必
要
で

す
。
２
０
０
４
年
の
台
風
23
号
（
死

者
95
名
、
行
方
不
明
者
３
名
、
負
傷

者
５
５
２
名
）
で
は
、
地
域
住
民
が

「
避
難
指
示
」
を
聞
き
取
れ
な
い
な

ど
の
事
態
が
発
生
し
、
そ
の
た
め
に

避
難
行
動
が
間
に
合
わ
ず
、
人
的
被

害
の
拡
大
を
招
き
ま
し
た
。

　
こ
の
教
訓
を
踏
ま
え
て
、
そ
の
後

に
内
閣
府
で
は
、
災
害
避
難
の
新
し

い
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
あ
る
「
避
難
準

備
情
報
」
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
が
、

本
市
に
お
け
る
避
難
指
示
、
避
難
勧

告
、
お
よ
び
避
難
準
備
情
報
発
令
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
か
？

《いっぽいっぽ通信》

２００８年５月１日◎通巻第７号
発行◎深田貴美子といっぽいっぽの会❼

２月末から３月末にかけて行われた２００８年の第
１回市議会定例会では「平成２０年度予算特別委
員会」が開催され、深田は初めての予算委員として
新たな年度の一般会計、特別会計の審議に参加し
ました。また、それに先立っての一般質問では、市の
防災体制について取り上げました。

武蔵野市議会議
員◎深田貴美子

フカキミの


